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７
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23
日
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９
月
４
日
㈰

吉
継
を
知
る
、
夏
が
来
た

　

大
谷
吉
継
は
、
秀
吉
へ
の
忠
義

と
石
田
三
成
と
の
友
情
に
殉
じ
た

武
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

敦
賀
城
主
と
し
て
の
吉
継
は
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

豊
臣
秀
吉
の
も
と
で
奉
行
衆
（
石

田
三
成
、
浅
野
長
政
な
ど
と
同
じ
）

の
地
位
に
あ
っ
た
吉
継
は
、
秀
吉
か

ら
敦
賀
の
地
を
与
え
ら
れ
、
天
正
17

年
（
１
５
８
９
年
）
か
ら
慶
長
５

年
（
１
６
０
０
年
）
ま
で
の
約
12
年

間
、
敦
賀
城
主
と
し
て
敦
賀
を
治
め

ま
し
た
。
秀
吉
が
吉
継
を
敦
賀
に
置

い
た
理
由
は
、
天
下
統
一
が
進
む
中

で
、次
に
目
を
向
け
た
大
陸
に
近
く
、

北
国
か
ら
の
物
資
の
集
散
地
（
生
産

地
か
ら
物
資
を
集
め
、
消
費
地
へ
送

り
出
す
と
こ
ろ
）
で
あ
る
敦
賀
を
有

能
な
家
臣
に
掌
握
さ
せ
る
た
め
で
し

た
。

　

吉
継
は
、
前
領
主
か
ら
築
城
が
始

ま
っ
て
い
た
敦
賀
城
を
拡
張
、
完
成

さ
せ
、
現
在
の
結
城
町
と
三
島
町
一

丁
目
の
範
囲
に
城
を
築
き
ま
し
た
。

　

築
城
に
あ
わ
せ
て
城
下
町
の
整

備
に
も
取
り
組
み
、
現
在
の
敦
賀

の
区
割
り
の
基
礎
を
作
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
継
は
京
都
の
伏
見
城
築
城
に

使
用
す
る
太
閤
板
（
秋
田
杉
）
の

受
け
取
り
役
と
し
て
も
指
定
さ
れ
、

敦
賀
は
秋
田
か
ら
京
都
へ
の
中
継

地
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

大
量
の
太
閤
板
の
ほ
と
ん
ど
が
敦

賀
に
荷
揚
げ
さ
れ
、
当
時
の
敦
賀

の
活
況
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
東
北
地
方
や
蝦え

ぞ

ち
夷
地

（
北
海
道
）
か
ら
越
前
・
若
狭
を
結

ぶ
日
本
海
の
一
大
物
流
ル
ー
ト
の

確
立
と
い
う
意
義
も
持
ち
、
江
戸

時
代
以
降
の
敦
賀
の
発
展
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

開
館
時
間　

10
時
～
17
時

休
館
日　

月
曜
日

入
館
料　

３
０
０
円　

団
体
２
５
０
円

　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
特
別
展

「
石
田
三
成
と
西
軍
の
関
ヶ
原
合
戦
」

の
半
券
提
示
で
入
館
料
50
円
引
き

そ
う
し
た
中
で
、
吉
継
は
な
ぜ
最

終
的
に
三
成
に
賛
同
し
た
の
か
、

ど
の
よ
う
に
し
て
家
康
を
敵
に
回

し
た
合
戦
に
勝
算
を
得
よ
う
と
し

た
の
か
、
そ
し
て
吉
継
の
戦
い
が

次
世
代
の
武
将
た
ち
に
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
の
か
を
四
章
構
成
で
明

ら
か
に
し
ま
す
。

第
一
章　

大
谷
吉
継
の
決
断
／
吉
継

　

が
西
軍
に
つ
い
た
理
由
を
考
え
る

第
二
章　

大
谷
吉
継
の
戦
略
／
「
北

　

陸
の
関
ヶ
原
」
と
も
呼
ば
れ
る

　

前
田
軍
と
の
対
戦
な
ど
紹
介

第
三
章　

大
谷
吉
継
の
覚
悟
／
関
ヶ

　

原
合
戦
で
の
吉
継
の
言
動
か
ら

　
「
覚
悟
」
を
想
う

第
四
章　

関
ヶ
原
合
戦
か
ら
大
坂
の

　

陣
へ
／
子
息
大
谷
大
学
の
行
方
、

　

真
田
信
繁
と
の
絡
み
を
紹
介　

【
展
示
品
】

　
『
関
ヶ
原
始
末
記
』、『
中
川
家　

文
書
』
黒
田
如
水
書
状
な
ど
41　

点
の
資
料
を
特
別
展
示

歴史紙芝居「愛と正義の大谷吉継」

■特別ゲスト
　長浜市長浜城歴史博物館
　　　　　館長　太

お お た

田　浩
ひ ろ し

司　氏
■ナビゲーター
　敦賀市立博物館
　　　　　館長　外

とのおか

岡　慎
しんいちろう

一郎
■日　時　８月20日㈯　14時～　
■会　場　きらめきみなと館
■定　員　２００人（申込不要・先着順）
■共　催　気比史学会

ギャラリートーク

互角の兵、戦略、智略。にもかかわらずなぜ
負けたのか。特別ゲストをお招きして関ケ原
合戦西軍（負け組）反省会を開きます。

館長による展示物の解説を行います。展示会
を観覧するだけではわからない裏話などが聞
けるかもしれませんよ。

学生団体T
と ん ぐ っ ど
ongoodが大谷吉継公について紙芝

居でわかりやすく解説します。

特別展記念企画
対談「西軍の関ヶ原
　　　～三成と吉継の反省会」

■日　時　７月30日㈯19時～
　　　　　８月11日㈭10時～　
　　　　　８月28日㈰10時～　
■会　場　市立博物館　２階展示室
■定　員　20人（申込不要・先着順）
■参加費　入館料

■日　時　８月16日㈫13時30分～　
■会　場　市立博物館　３階講堂
■定　員　50人（申込不要・先着順）
■参加費　入館料

【
展
示
構
成
】

敦
賀
城
主
・
吉
継
公
の
功
績
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
や
敦
賀
ま
つ
り
で
山
車
巡
行

す
る
吉
継
公
の
武
者
人
形
が
あ
り
ま
す
。

開
館
時
間　

10
時
～
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
開
館
）、　　

　
　

 　
　

 

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

入
館
料　

３
０
０
円
、
団
体
２
５
０
円　
　

　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

※
市
立
博
物
館
と
の
共
通
割
引
入
館
券
有

問
合
せ
先　

み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
21
・
５
５
７
０

み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館

お
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト

問合せ先
敦賀市立博物館
☎２５－７０３３  　４７－６１３１  
      museum@ton21.ne.jp

▲菊池容斎筆≪関ケ原合戦図屏風≫敦賀市立博物館蔵

大
谷
吉
継
と
敦
賀

▲みっちー（左・石田三成をモデルにしたキャラクター）
とよっしー（右・大谷吉継をモデルにしたキャラクター）

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
盟
友
・
石
田
三
成
と
の
堅

い
友
情
に
殉
じ
た
と
い
わ
れ
る
敦
賀
城
主
・
大
谷
吉
継
公
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
で
は
、
主
人
公
・
真
田
信
繁
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

今
、
吉
継
公
に
注
目
が
集
ま
る
中
、
ゆ
か
り
の
地
・
敦
賀
で
特
別

展
を
開
催
し
ま
す
。

敦
賀
市
立
博
物
館
特
別
展　

特
別
展
で
は
、
大
谷
吉
継
の

「
関
ヶ
原
の
合
戦
」
前
後
の
言
動
を
、

残
さ
れ
た
資
料
か
ら
拾
い
集
め
、

吉
継
の
決
断
と
戦
略
に
迫
り
ま
す
。

石
田
三
成
、
徳
川
家
康
と
も
に
吉

継
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
を

望
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
吉
継
は
三

成
の
挙
兵
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た

と
も
い
い
ま
す
。

題字：千葉半厓


